
（別記） 

令和 8年度みやこ町地域水田農業推進協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１【地域の作物作付の現状、地域が抱える課題】 

 みやこ町では、全耕作面積に占める主食用米面積の割合が 5割以上で、その他は転作作
物に占める麦、大豆、WCS用稲、飼料用米の面積が多くなっている。中山間地が多く、土
地利用型の農業が難しい地区があり、これらの地域を中心に、高齢化・後継者不足等によ
る農業従事者の減少や鳥獣被害等による不作付地の増加が課題となっている。 
 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 

主食用米については近年、需要が減少しているが、関係機関と連携することにより安定

的な生産と取引を推進するとともに、飼料作物や WCS用稲を転作作物の中心作物として位

置づけ、産地交付金を活用する。 

 また、収益性が高く市場需要が大きい野菜の作付支援を行い、農業所得の向上を図ると

ともに、食生活の変化に対応するため、大麦から小麦への転換を推進する。 
 
 

３【畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標】 

 農地の集積が進み、大規模経営の水田を中心とした水稲の安定作付を維持するととも

に、水田台帳データを基に複数年にわたり野菜等への転換が定着した水田に関しては、生

産者に産地交付金をはじめとする補助事業について周知を行うことで、高収益作物の作付

支援を行い、畑地化を推進する。また、水田の有効活用の観点から各集落営農に対して

麦・大豆・飼料米等の作付けを推進するために計画的にブロックローテーションに努め

る。 

 

 

４ 【作物ごとの取組方針等】 

（１）主食用米 

前年の需要動向や集荷業者等の意向を勘案しつつ、米の生産を行う。また、JA等関    

係機関と連携した長期安定的な米の生産と安定取引の推進を図る。 

 

（２）非主食用米 

  ① 飼料用米 

主食用米の需要減が見込まれる中、飼料用米を転作作物の中心作物の一つに位置づ           

ける。飼料用米の生産拡大にあたっては、多収品種の導入等推進を図り必要に応じて    

推進を図る。 

 

 ② WCS用稲 

   需要者である畜産農家と連携・調整を取りつつ、生産確保に努める。 

   

  ③ 米粉用米 

   米粉用米の推進と安定的な供給を目指し、実需者の要望量に対応できるよう生産     

の拡大を図る。 

 



 

（３）麦、大豆、飼料作物 

   産地交付金を活用し、生産性向上の取組として、水田の高度利用（二毛作）に対し

助成を行うことで、麦、飼料作物の二毛作による水田の高度利用を推進する。 

   大豆については、作付け時期が主食用米と重なることから主食用米の作付を抑制

し、収益性も高いことから、特に作付推進を図る。 

 

（４）そば 

   地域の実需者との契約に基づき、排水対策等の反収向上や収量の安定化に向けた取

り組みを行う生産者に産地交付金による作付支援を行いながら、作付面積の拡大を図

る。 

 

（５）高収益作物 

    収益性が高く、市場での需要の大きい野菜を産地交付金による作付支援を行いなが

ら、今後作付面積の維持・拡大を図る。 
 

①振興作物助成 

   管内の学校給食等に出荷するなど、管内で流通・消費させる目的で作付けした品目 

及び集団産地化を目指し作付けを推奨している品目に助成を行う。 

 

②園芸等作物助成 

   直売所への出荷を目的とした品目の助成を行うことにより、直売所を訪れる方に地 

域の農業の魅力を伝えることを目的に助成を行う。      

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1154.5 1144.7 1144.7

90.7

96 96

86.7 90.56 88.4

387.1 366.9 387.9 370.0 414.2 385.5

222.7 289.56 273.9

4.0 3.0 4.4 3.03 4.4 4

8.2 0 12.3 0 12.3 4.5

70 67.5 60

・野菜 59 60.0 48.7

・花き・花木 6.8 7.1 6.4

・果樹 0.4 0.4 0.4

高収益作物

麦

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

大豆

飼料作物

そば

飼料用米

WCS用稲

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

米粉用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

水田活用助成 作付面積
（R7年度）

387.1ha
（R8年度）

385.5ha

（早期払）（二毛作） 二毛作率 16.0% 25.0%

水田活用助成 作付面積
       （R7年度）

4.0ha
（R8年度）　 4.0ha

（早期払）（二毛作） 二毛作率 0.1% 25.0%

大豆振興助成

（基幹）

そば作付助成

（基幹）

そば作付助成

（二毛作）

資源循環助成

（耕畜連携）

振興作物助成

（基幹）

園芸等作物助成

（基幹）

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

8 野菜、花き、果樹 作付面積
（R7年度）

21.7ha
（R8年度）

17.0ha

7 野菜 作付面積
（R7年度）

27.8ha
（R8年度）

          40.8ha

5 そば 作付面積
（R7年度）

0ha
（R8年度）

4.5ha

6 ＷＣＳ用稲 作付面積
（R7年度）

86.7ha
（R8年度）

103.6ha

（R8年度）
256.4ha

4 そば 作付面積
（R7年度）

8.2ha
（R8年度）

10.6ha

（R7年度）
222.7ha

2 飼料作物

3 大豆 作付面積

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1 麦



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：福岡県

協議会名：みやこ町地域水田農業推進協議会

1 水田活用助成(早期払)（二毛作） 2 5,000 麦
麦と主食用米、そば、戦略作物との二毛作による取組。
作付面積に応じて支援。

2 水田活用助成(早期払)（二毛作） 2 15,000 飼料作物
飼料作物と主食用米、そば、戦略作物との二毛作組合せに
よる取組。
作付面積に応じて支援。

3 大豆振興助成（基幹） 1 10,000 大豆
排水対策の実施。
作付面積に応じて支援。

4 そば作付助成（基幹） 1 20,000 そば
排水対策の実施。
作付面積に応じて支援

5 そば作付助成（二毛作） 2 15,000 そば
そば、主食用米、戦略作物による二毛作による取り組み。排
水対策の実施。
作付面積に応じて支援

6 資源循環助成（耕畜連携） 3 13,000 WCS用稲
畜産農家と契約を交わし作付を行う取り組み。
堆肥散布の取組。
作付面積に応じて支援

7 振興作物助成（基幹） 1 35,000 野菜
助成対象作物の収穫年度と同一年度に水稲の作付を行わ
ないこと。
作付面積に応じて支援

8 園芸等作物助成（基幹） 1 20,000 野菜、花き、果樹
助成対象作物の収穫年度と同一年度に水稲の作付を行わ
ないこと。
作付面積に応じて支援

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。


